
5 4・4・15 各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。
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５
月
の
相
談
日

ところ・問合先と　き相談名
広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２－３８７－９８１８）

月曜～金曜日
（市役所執務時間内）市 民 相 談

渇ところ＝市民相談室
渇予約が必要です（法律相談、
税務相談は月１回まで）
渇法律相談、交通事故相談は、
４月１８日から、直接または電話
で受け付け
渇外国人相談は、相談日の１週
間前までに、直接または電話で
受け付け（For English consul 
tations, reservation by phone 
or in person is requested a 
week in advance.）
渇その他の相談は、相談日の当
日午前９時～正午に、直接また
は電話で受け付け
渇広報秘書課広聴係（☎０４２－
３８７－９８１８）へ予約してくださ
い

 随  時 
ずい じ

（Irregular）
 外  国  人  相  談 
がい こく じん そう だん

（English）

午前９時
～正午

５月１０・１２・１７・１９・２４・
２６・３１日法 律 相 談

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

５月１１・２５日（電話相談）税 務 相 談

５月１６日人 権 ・
身 の 上 相 談

なし建築・登記・
表示登記相談

５月１９日行 政 相 談

５月１８日相続等暮らしの
書類作成相談

５月１０日交通事故相談

なし年金・労務相談

自立生活支援課（市役所第二庁
舎２階☎０４２－３８７－９８４１ ０４２
－３８４－２５２４）

FAX
▷午前９時～午後１時＝５月２・９・
１６・２３・３０日　▷午後１時～５時＝５
月６・１２・１９・２６日

手話通訳者設置

渇ところ＝市民相談室
渇企画政策課男女共同参画室
（☎０４２－３８７－９８５３）へ予約し
てください

５月１２・１３・２０・２７日
午後１時３０分～４時３０分

女性総合相談
（夫婦・家族・
人 間 関 係 ）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２－３８７－９８３６）

月曜～金曜日
（市役所執務時間内）

ひ と り 親 ・
女 性 相 談

教育相談所（本町６－５－３シ
ャトー小金井別館３階☎０４２－
３８４－２５０８）

月曜～土曜日
午前９時～午後４時３０分教 育 相 談

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２－３８４－４９９９）

月曜～金曜日
午前９時３０分～午後４時
（正午～午後１時を除く）

消費生活相談

ところ・問合先と　き相談名

労働相談情報センター国分寺事務所（国分
寺市南町３－２２－１０☎０４２－３２１－６１１０）

月曜～金曜日
午前９時～午後５時労 働 相 談

渇小金井きた地域包括支援センター
（桜町１－９－５☎０４２－３８８－２４４０）

渇小金井みなみ地域包括支援センター
（前原町５－３－２４☎０４２－３８８－８４００）

渇小金井ひがし地域包括支援センター
（中町２－１５－２５☎０４２－３８６－６５１４）

渇小金井にし地域包括支援センター
（貫井北町２－５－５☎０４２－３８６－７３７３）

月曜～土曜日
午前９時～午後５時３０分

高 齢 者 介 護
相 談

第１～４火曜日、第２・４木曜日
午後１時１５分～５時１５分
※電話で各地域包括支援センター
へ予約してください

高 齢 者 向 け
住宅改修相談

まちづくり推進課住宅係
（市役所第二庁舎５階☎０４２－３８７－９８６１）
へ１週間前までに予約してください

第２木曜日
午後１時３０分～４時３０分

木 造 住 宅
耐 震 相 談

シルバー人材センター本町作業所
（本町６－５－１６☎０４２２－２７－７１１７）

第２木曜日
（祝日の場合は第１木曜日）
午後１時～３時
（午後１時までに来所の方）

シルバー人材
セ ン タ ー
入 会 相 談

福祉オンブズマン事務局
（市役所第二庁舎８階８０２会議室☎ ＝０４２
－３８３－１２２５）へ予約してください

FAX水曜日
午後１時～５時

福祉サービス
苦 情 ・ 相 談

渇ところ＝東小金井事業創造センター
（梶野町１－２－３６）
渇同センターホームページ
（http://ko-to.info/）申込フォームまた
は電話（☎０４２２－３１－２０４０）で予約してく
ださい

月曜～金曜日
午前１０時～午後６時

創 業 相 談
店舗・事務所
物件探し相談

福祉総合相談窓口（自立相談サポートセン
ター）
（本町５－３６－１７☎０４２－３８６－０２９５）

▷月曜～金曜日
午前８時３０分～午後５時
▷原則第１日曜日（市休日窓口の
第一開庁日に準ずる）

福祉総合相談
（ひきこもり 
相 談 含 む ）

市民税
114億4,109万円

24.5%

市民税
114億4,109万円

24.5%

歳入歳入

歳出〈性質別内訳〉歳出〈性質別内訳〉

歳出〈目的別内訳〉歳出〈目的別内訳〉

固定資産税
79億497万9千円

16.9%

固定資産税
79億497万9千円

16.9%
都市計画税

19億3,356万6千円
4.1%

都市計画税
19億3,356万6千円

4.1%
その他の市税
6億147万2千円

1.3%

その他の市税
6億147万2千円

1.3%

国庫支出金
92億2,102万6千円

19.7%

国庫支出金
92億2,102万6千円

19.7%

その他
28億7,848万9千円

6.3%

その他
28億7,848万9千円

6.3%
繰入金

16億4,344万2千円
3.5%

繰入金
16億4,344万2千円

3.5%

市債
10億3,330万円

2.2％

市債
10億3,330万円

2.2％

地方消費税交付金
26億1,300万円

5.6%

地方消費税交付金
26億1,300万円

5.6%
都支出金

74億1,763万6千円
15.9%

都支出金
74億1,763万6千円

15.9%

市税
218億8,110万7千円

46.8%

市税
218億8,110万7千円

46.8%歳入
466億8,800万円

100%

歳入
466億8,800万円

100%

市税以外
248億689万3千円

53.2%

市税以外
248億689万3千円

53.2%

扶助費
151億9,697万8千円

32.6%

扶助費
151億9,697万8千円

32.6%

義務的経費
52.1%
義務的経費
52.1%その他の経費

39.9%
その他の経費
39.9%

投資的経費
8.0%

投資的経費
8.0%

人件費
68億5,813万1千円

14.7%

人件費
68億5,813万1千円

14.7%

公債費
22億1,691万円

4.8%

公債費
22億1,691万円

4.8%

建設事業費
37億3,812万円

8.0%

建設事業費
37億3,812万円

8.0%

その他
5億4,997万6千円

1.1%

その他
5億4,997万6千円

1.1%

繰出金
38億6,531万2千円

8.3%

繰出金
38億6,531万2千円

8.3%

補助費等
57億493万2千円

12.2%

補助費等
57億493万2千円

12.2%

物件費
85億5,764万1千円

18.3%

物件費
85億5,764万1千円

18.3%

民生費
248億6,839万6千円

53.3%

民生費
248億6,839万6千円

53.3%
歳出

466億8,800万円
100%

歳出
466億8,800万円

100%

歳出
466億8,800万円

100%

歳出
466億8,800万円

100%

衛生費
52億2,471万4千円

11.2%

衛生費
52億2,471万4千円

11.2%
土木費

41億1,994万3千円
8.8%

土木費
41億1,994万3千円

8.8%

総務費
40億961万3千円

8.6%

総務費
40億961万3千円

8.6%

その他
7億2,861万1千円

1.5%

その他
7億2,861万1千円

1.5%

消防費
16億3,254万4千円

3.5%

消防費
16億3,254万4千円

3.5%
公債費

22億1,691万円
4.8%

公債費
22億1,691万円

4.8%
教育費

38億8,726万9千円
8.3%

教育費
38億8,726万9千円

8.3%

　新型コロナウイルス感染症による市民生活への影響は令和３年度も
続き、本市においては、この間、緊急対応方針を第７弾まで策定し、
「いのちを守る」、「くらしを守る」、「地域を守る」、「市民サー
ビスの基盤を守る」ための取り組みを継続し、特にワクチン接種につ
いては最重要と位置付けて接種の促進を図ってきたところではありま
すが、今後も早期かつ安全なワクチン接種に努めてまいります。
　今後の経済の見通しについては、令和４年度中にコロナ禍前の水準
に戻るという予測なども見られますが、今しばらくの間は新型コロナ
ウイルス感染症への対応を最優先とする生活が続くことを覚悟し、引
き続き、状況を注視し適切な対応に努めてまいります。
　令和４年度予算については、新型コロナウイルス感染症により大き
く変化した生活を的確に捉え、危機からの回復のため、「ポストコロ
ナ」の新しい生活様式の実践とともに持続的な成長基盤の構築に向け
た予算として編成した結果、一般会計の総額は前年度対比１３億３,８００万
円（３.０％）増の４６６億８,８００万円、特別会計および公営企業会計を含め
た全会計では前年度対比２１億７,３４７万７千円（３.１％）増の７１４億３,６９０万
円となりました。
　主な事業につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種事業を
はじめ、不燃・粗大ごみ積替え・保管施設の稼働、子どもオンブズパ
ーソンの設置、小中学校トイレの洋式化や学校施設長寿命化計画を踏
まえた計画的な施設整備等が挙げられます。（４面参照）
　令和４年度は「困難を克服する新たな年」との認識の下、基礎的自
治体の使命を果たすべく、市民の皆様の命と健康を守り、住民福祉の
増進を実現していくための取り組みを推進していく決意でございま
す。あらゆる市民の皆様の笑顔があふれる小金井市で在り続けること
ができますよう、精一杯努めてまいります。

小金井市長

次の世代に向け次の世代に向けてて
責任を持った対応責任を持った対応をを


